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●消防団定期点検を実施　　　２～３

●生涯学習で実り多い人生を　　　４～５

●水環境整備事業- ６

●長崎県・大分県国見町の訪問が実現　　　 ７

●お知らせ- ８～９

●公民館だより 一一10 ～11
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太陽のもとで

水しぶき

町民プー･レオープン初日の

７月２日、200  人を超える利

用者が助れ、晦雨空からのぞ

く太陽の もとで、水しぶきを

あげてい ました。



消
防
体
制
の
万

全
を
期
し
て

消
防
団
定
期
点
検
を
実
施

町
消
防
団
の
定
期
点
検
が
、
六
り

干
こ
日
、
藤
田
市
街
地
路
上
お
よ
び

藤
田
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
藤
田
心
街
地
路
上
に

整
列
し
た
団
員
を
『

卜
四
台
の
亊
に

分
乗
し
た
町
長
、
団
長
。
剛
岡
友
、

来
賓
の
町
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
ら
が

中
上
よ
り
観
閲
。

観
閲
の
後
、
団
は
の
皆
さ
ん
は
、

ラ

。
パ
隊
を
先
頭
に
藤
田
小
学
校
ま

で
堂
々
と
行
進
し
ま
し
た
。

藤
………
小
学
校
校
庭
に
整
列
し
た
団

員
を
前
に
、
佐
藤
忠
美
川
長
が
力
強

く
馴
示
。
出
席
者
全
員
が
、
消
防
活

動
に
よ
る
殉
職
膏
に
対
し
て
黙
陦
を

さ
さ
げ
た
後
、
消
防
功
労
者
の
表
彰

と
表
彰
の
伝
逵
が
行
わ
れ
。
第
二
分

団
艮
の
須
川
寛
一
さ
ん
ら
に
表
彰
状

と
・
記
念
品
が
手
峻
さ
れ
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
第
五
分
剛
第
一
。郎
班
長

の
『
气
島
仁
さ
ん
か
、
［
消
防
団
μ

と

し
て
の
使
命
と
本
日
の
こ
の
表
彫
の

栄
を
肝
に
銘
じ
、
な
お

Ｉ
‥`
１
の
任
務

の
遂
行
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
す
」
と
、

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
。
通
常
点
検
・
随
械
器
具
点

検
や
団
貝
の
皆
さ
ん
に
よ
る
各
個
訓

碍田 市ill摂箟こに型ｹ|,し たＪrs の皆さんを‘ｇ 木町 憂らが竸j¶x

'・ 呉に 敬礼，

爽剣に各偶訓練を吁う団員の觜さん

飄２分日 の皆さんか日頃の 訓縵の成県 を披露

消
防
の

役
割
は

こ
ん
な
に
重
要
で
す

消
防
の
任
務

消
防
の
任
務
は
。
そ
の
施
設
お
よ

び
人
員
を
活
川
し
て
、
岡
民
の
生
命
。

身
体
お
よ
び
財
産
を
火
災
か
ら
保
護

す
る
と
と
も
に
、
水
火
災
ま
た
は
地

宸
等
の
災
害
を
防
除
し
、
お
よ
び
こ

れ
ら
の
災
杏
に
因
る
被
害
を
軽
減
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
ら

の
消
防
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
・
、

広
範
囲
に
わ
た
り
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

火
災
時
の
活
勘

消
火
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
消
防
団
は
地
区
ご

と
に
分
団
や
部
か
組
織
さ
れ
て
い
る

た
め
、
火
元
に
近
い
団
員
の
皆
さ
ん

は
、
初
期
消
火
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

ま
た
、
常
備
消
防
と
の
連
携
か
図

れ
る
よ
う
、
消
防
水
利
の
硫
保
と
消

防
水
利
へ
の
消
防
車
の
誘
導
、
火
災

現
場
付
近
の
交
通
整
理
、
消
火
後
の

残
火
の
処
理
も
行
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
時
等
の
活
動

大
規
模
災
害
時
に
は
災
害
防
御
に

大
勢
の
消
防
団
員
か
活
動
し
ま
す
・

防
災
無
線
を
駆
使
し
て
、
被
害
状
況

の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
二
次

災
害
の
防
止
を
図
り
、
巡
同
広
報
や



練
・
小
隊
訓
練
・
ポ
ン
プ
操
法
・
分

列
行
進
か
き
び
き
び
と
行
わ
れ
ま
し

た
。

・冨
永
武
人
町
長
か
、
「
有
事
に
際

し
て
は
、
迅
速
果
敢
、
冷
静
に
事
に

当
た
り
、
災
害
を
最
小
限
に
く

い
止

め
、
住
民
の
生
命
と
財
産
の
安
全
確

保
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待

し
ま
す
」
と
講
評
を
述
べ
た
の
に
続

き
。
志
賀
正
達
桑
折
警
察
署
長
、
仲

野
周

。
町
議
会
議
長
ら
か
睨
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

団員の芯訊を罵揚し行・II るフＺパ灣

賢貫１ を代薺して肖 辞を述ぺる八鳥さん

表
彰
お
よ
び
表
彰
伝
違
さ
れ
た

皆

さ

ん

（
敬

称

略

）

消
防
庁
長
官
表
彰

《
永
年
動
続
功
労
彖
》

須
田
寛

．
　

石
川
好
一

福
鳥
県
知
事
表
彰

《
輸
勤
彖
）

斎
藤
榮
司

《
永
年
勤
統
章
》

大
内
勝
芙
　

松
田
和
男

菊
地
順
一
　
　

高
橋
八
千
代

浅
野
孝
保
　

松
浦
勝
占

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

《
功

績
章

》

近
町

宿
多

《
研

細
章

》

斎
藤
榮

司

福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

（

功

績

章

》

斎
藤
榮
司

｛
精
勤
章
一一

大
内
勝
丈
　

佐
藤
且
琲

菊
地
良
七

《
動
続
章
｝

高
橋

博
　

松
浦
新
一

汞
手
元
詒
　

村
１
.湾
正

野
村
安
夫
　

佐
久
間
友

．

小
島
利
夫
　

小
島
重

】

小
林
憲
一
　
　

佐
藤
金
兵
衛

寺
鳥
孝
一
　
　

野
村
元
次
郎

佐
藤
正
和
　

松
浦

捻

（
退
職
団
長
感
謝
状
》

阿
部
恒
夫

へ
退
職
団
貝
感
謝
状
》

阿
部
恒
夫
　

安
孫
子
　
止

佐
藤
邦
治
　

吉
田
喜
八
郎

斎
藤
　
正
　

志
村
孝
明

阿
部
茂
男
　

村
木

．
郎

佐
藤
隆
造
　

菊
池
勝
雄

國
籵
好
之
　

佐
謄
岩
男

十
‥
川
洋

．
　

佐
久
間
利
咎

本
田
林
一
郎
　
佐
藤
幸
雄

伊
連
支
部
長
表
彰

へ
功
績
章
）

人
内
荊
美
　

松
川
和
男

宍
戸
伊
勢
雄
　
浅
野
武
志

（
晴
勦
章
》

舟
山
武
継
　

宍
．尸
乢
郎

鈴
木
富
男
　

後
藤
正
勝

鈴
木
耕
治

町
最
・
団
長
連
名
感
謝
状

（
永

年
勤

続
退
職

団

員
感
謝

状
ゝ

佐

藤
錦
佳
　

吉

川
済

一

野
村
元
次

郎
　

佐
藤

正
佃

本
田
林

一
郎
　

松
浦

捻

吉

田
敏
彦

国
見
町
消
肪
団
長
表
彰

（
優
良
団
員
表
彫
）

高
野
繁
治
　

八
島

仁

仲
野
周
美
　

斎
藤
金
人

佐
葎
隆
夫
　

後
藤
義
一

佐
藤
博
之
　

菅
野
　
一

占
川
栄
一
　
　

佐
藤
秀
世

阿
部
繁
餓
　

蓬
田
正

．

菊
地
信
七
　

菊
地
敏
裕

佐
久
問
勝
博
　

瀬
戸
邦
光

佐
藤
利
郎
　

鈴
木
英
夫

岡
田
盛
雄

軣彰状の伝逸をうける須田分団笳

住
民
指
導
。
避
難
誘
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
復
旧
に
当
た
る
な
ど

消
防
団
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。

水
害
時
等
の
活
動

消
防
団
員
は
水
防
団
貝
も
兼
ね
て

お
り
．
水
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に

は
、
河
川
等
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

警
戒
に
当
た
り
．
状
況
に
応
じ
て
、

土
の
う
積
等
の
水
防
活
動
に
従
事
し

ま
す
．

地
域
に
密
着
し
た
活
動

消
防
団
員
は
、
地
城
と
の
つ
な
か

り
が
深
く
．
地
域
の
事
情
に
精
通
し

て
い
る
た
め
、
き
め
細
か
な
防
火
点

検
、
危
険
簡
所
点
検
、
さ
ら
に
は
、

遭
難
者
の
救
助
、
捜
索
、
地
城
の
行

事
や
祭
り
の
警
備
な
ど
、
地
城
に
密

着
し
た
幅
広
い
活
動
に
従
事
し
て
い

ま
す
．

こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に

対
処
で
き
る
よ
う
．
そ
し
て
．
地
域

の
皆
さ
ん
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ

駄

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
仕
事
の

傍
ら
活
動
し
て
い
る
の
で
す
．

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

消
防
団
員
は
、
定
期
的
に
各
種
訓

練
を
実
施
し
、
消
防
防
災
に
関
す
る

知
識
や
技
能
を
有
し
て
い
る
た
め
、

的
確
に
災
害
等
の
防
御
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
．

こ
の
た
め
．
災
害
時
に
は
団
員
が

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
り
ま

す
．



実り多い人生を
～生涯学習意識調査結果まとまる～

国
を
あ
げ
て
生
涯
学
習
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
今
、

国
見
町
に
お
い
て
も
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織

の
確
立
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯
学
習
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

考
え
を
持
っ
て
い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
昨
年
一
月
、

国
見
町
在
住
の
十
八
歳
か
ら
八
十
歳
未
満
の
男
女
（
人
口

の
十
％
）
を
対
象
に
、
「
生
涯
学
習
意
識
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
略

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
意
織
調
査
の
結
果
は
、
今
後
の
国
見
町
に

お
け
る
生
涯
学
習
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

一
週
間
当
た
り
の
自
由
時
間

1
0
時
間
未
満
が
3
9
.
2
％

一
週
間
に
自
由
時
問
（
仕
事
や
家

事
・
睡
眠
等
を
除
い
た
時
間
ｙ

を
ど

れ
だ
け
持
っ
て
い
る
か
調
査
し
た
結

果
か
図
１
で
す
。

女
子
よ
り
男
子
の
方
が
自
由
時
間

か
多

い
。
年
代
別
に
み
る
と
、
二
十

歳
未
満
、
二
十
代
、
七
十
代
に
自
由

時
間
か
多
く
、
三
十
代
、
四
十
代
、

五
十
代
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
働
き
盛

り
の
人
達
に
自
由
時
間
が
少
な
い
。

余
暇
時
間
の
利
用
は

テ
レ
ビ
と
ご
ろ
寝
が
主

余
暇
（
自
由
ｙ

時
間
を
ど
の
よ
う

に
利
用
し
て
い
る
か
、
一
人
三
つ
ま

で
選
ん
で
も
ら

’
た
結
米
が
図
ｎ

で

す
。『

テ
レ
ビ
等
』
、
『
ご
ろ
寝
』
か

非
常
に
多
く
。
余
取
を
有
効
に
活
用

し
て
い
る
人
は
少
な
い
と
い
う
結
祭

か
で
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
と
は

人

は
誰
で
も
何
等

か
の
学
習
を
行

’い
扣

つ
Ｊ
Ｈ
ｔ
ｊ

Ｊ
し

匐
い

ま
ず
・

」

轄

髫

い

日

一

考

奉

畳

畳

唇

Ｌ

町

い
イ

暮

ら
し
乙

お
り
い

ま
た
、
優
れ
た
文

化

や

芸

術

に

瀬

冰

た

り

や

。
ス

ポ

ー

哭

‥‘
　
　
　
　

一
・
　
　

－
“

活

助

を

行

う

な

ど

、

自

己

を

高

め

る

。

学

習

活

動

を

行

っ

て

い

ま

す

。

こ

の

よ

う

に

、

人

々

が

自

発

的

』

志

に

基

づ

き

、

必

嬰

に

応

じ

て

掌

翼

の

手

段

や

方

法

を

自

ら

選

ん

で

生

涯

に

わ

た

っ

て

行

う

辛

習

を

「

凱

涯

亀

習

」

者

呼

ん

で

い
ｒ

す
ｅ

。
　
　

べ

「
生
涯
学
習
」
の
言
葉
を

理
解
し
て
い
る
人
は
約
6
0％

生
涯
学
習
に
対
す
る
関
心
度
を
探

る
ひ
と
っ
と
し
て
。
「
生
涯
学
習
」

と
い
う
耆
延
を
知

り
て

い
る
か
ど
う

か
の
問
い
に
回
答
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。全

体
的
に
は

’
よ
く
知
っ
て
い
る
」

と

『
少
し
知
っ
て

い
る
』
を
合
わ
せ

る
と
杓
六
十
％
で
あ
り
。
年
代

が
商

く
な
る
に
つ
れ
知
っ
て

い
る
割
合
か

多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

学
習
の
方
法
は

個
人
的
に
雑
誌
・
書
籍
等
で

ど
の
よ
う
な
方
法
で
学
習
し
た
か

｛

｝
人
三
つ
ま
で
選
択
）
を
表
し
た

の
か
図
Ⅲ
で
す
。

全
体
的
に
は
。『
個
人
的
に
雑
誌
・

新
聞
・
霽
籍
等
を
利
用
し
て
』
が
一

番
多
く
、
『
個
人
的
に
ラ

ジ
オ

ー
テ

レ
ピ
の
番
組
を
視
聴
し
て
』

『
グ
ル

ー
プ

ー
サ
ー
ク
ル
活
動
』
と
続
く
。

男
女
別
に
み
る
と
。
個
人
的
に
学

習
す
る
方
法
は
刀
子
に
多
く
、
グ
ル

ー
プ
等
で
学
習
す
る
方
法
は
女
子
に

多
い
傾
向
か
あ
る
。
公
民
館
の
講
座

等
で
学
習
す
る
女
子
か
男
子
の
こ
倍

で
あ
る
こ
と
は
、
『
阿
津
賀
志
学
級
』

や
「
成
人
学
級
」
の
学
級
生
の
男
女

の
構
成
比
か
ら
み
て
も
妥
当
と
い
え

る
。

図Ⅱ　余暇時間利用

図１　自 由 時 間



生涯学習で
学
習
活
動
を
し
な

か
っ
た
理

由
は

『
忙
し
い
』
次
い
で

『
興
味
な
い
』

学

習
し

な
か

い
た
理
由

（
一
人

．．．

つ
ま

で
遇
択

）
を

表
し

た
の

か
川
Ⅳ

で
あ

る
．

．
仕
事

か
忙
し

く
時

間
か

な

い
‘
、

一
自

分

の
興
味

や
問

心
を
引

く
も

の

か
な

い
』
．

－
開
催
の

時
期

や
畤

問

か
あ

わ
な

い
」

が
主
な

理
由

で
あ

る
．

『
特

に
令

習
を
す

る

必
‐髮
を

感
じ
な

い
』

も
百

九
ト

ー
人
と

多

い
Ｉ

生涯学譬tご積極的に取り繙む阿漕賀志学 級の皆さん

今
な
ぜ
生
涯
学
習
が

大
切
な
の
で
し
ょ
う

最

近
．

「
定
午

後
の

自
山
時
川

を

活
Ⅲ

し
た

い
」
と

か
．

一
仕
事

か
引

け
た

ら
ワ

ー
プ
ロ
を

習

い
た

い
』
と

い
う
話

を
よ
く

聞
き

ま
卞

な

ぜ
、
こ

の
よ
う

な
方

が
増

え
て

き
た
の

で
し

“
う

か

嘔
成

川
乍
Ｌ

り

に
生
皿

学
Ｊ
１１
審

議

会

が
．

一
々

後
の
叶
会

の
動

向

に
対

心
し

た
咀
涯

祐

の

振
興
方

漿

に
っ

い
て

』
攷
‥
申
し

た
中
で

、
生

涯
学

押

の
必
要
性

が
高

ま

Ｉ
て

き

た
阡
会

的

背

臥
と
し

て
、

・

鳥
齢

化

一
高
齢
化

社
会

の
問
題

へ

の
理

解
と

心
碑
・
弖

一

料
幸
技

兩
の

高
曵
化

（
新

た
な

知

汲

・
技

術
へ

の
吋
心

）

・

怙
報
化

（
多
様

な

メ
デ

ｆ
ア

や
拮

報
に
Ｌ

体
的

に
対
心

、
晒
川

）

●
国
際
化

（
況
ｙ
、化

の
舛
解

・
尊
亟

、

旧

課
阯
血

に
吋

す

る
政
献

）

●
価
値
観

の
変
化

と
多

様
化

（
乍
き

が
い
や
自

己
火

現
な

ど
人
川

什
昏

か
な
生
店

）

・
男
を
共
同
参
画
型
什
会
の
形
成
｛

な

性
か
参

叫
で
き

る
よ

う
な

莱
件
整

備

｝

・

家
庭
・
地

城
の

変
化

（
家
吐

や
地

城
吐
会

の
機
能

の
川

復
．

充
実
）

の
Ｌ

点
か
あ

げ

ら
れ
て

い
ま
す

．

人

生
ハ
ト

年
時

代
を

迎
え

た
今
、

子
育

て
の

後
や
定

年
後

の
べ
生

は

と

て
ら
長

い
も

の
に

な

ご

ヽ
き
ま

し
た
『
。

そ

の
時

川
４
‐‐
充

尖

し
た
ら

の

に
す

る

た
め
に

生
涯

学
習

は
不
吋

欠
で
す

。

ま

た
、
最
近

の
技

術
革

新
の

進
歩

や

川
際
化

の

進
峨

に
み

ら
れ
る
よ

う

に
ｎ

会

の
変
化

の
サ

イ

ク
ル
は

ま
す

ま
す

辿
く

な

Ｉ
て
き

て

い
ま
す

。
こ

の

よ
う

な
哇
会

に
対

応
し

て

い
く

に

は

、
生
涯

学
ぷ
口
に
よ

り
絶

え
ず
新

し

い
知
識
を

身

に
っ
け

る
こ

と
が
求

め

ら

れ
て

い
ま
す

生
涯
学
習
の
場
を
設
置

国
見
町
に
は
．
観
月
台
文
化
セ
ン

ク
ー
ー
な
ど
．
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

格
町
の
場
が
あ
り
ま
す

ま
た
、
教
育
ｌ
μ

会
生
涯
学
丿口
課

で
は
、
ほ
ヶ
な
教
室
を
開
講
す
る
な

ど
、
生
涯
学
習
の
機
会
を
設
定
し
て

い
ま
す

尖
り
多
い
人
生
と
な
る
よ
う
．
生

涯
学
習
寸
哨
極
的

に
雛
進
し
て
く
だ

さ
い

先生の栖濾のもと言遣に励む

図Ⅳ学習活動をしなかった理由 図Ⅲ　学習の方法



緑と水辺空間の創造

～水環境整備事業～

観
月
台
公

園

が
生
ま

れ
変

わ
り
ま

す
…
…
…
心「

、
観
月

台
公
園

が
県

の

行
う

水
環

境

整
備
事

業
に

よ
り

、
整

備
が
進
め

ら
れ
て

い
る

の
を

ご
存

知
で
す

か

。

水
環
境

整
備

事
業
は

、
老

朽
化
し

た
農

業
水
利

施
般

と
し
て

の
た

め
池

を
改

修
す

る
と
と

も
に

、
緑
と

水
辺
の

空
間

を
整

備
す
る

こ
と

に
よ

り
、

憩
い
の

鳩
と

し
て
の

公
園

の

機
能
を

高
め
る

た
め

に
行
わ

れ
る

も
の

で
す

。

現

在
、
平

成
八

年
度
の

完

成
に
向

け
て
工

事

が
進
め
ら

れ
て

お
り

、

完
成

後
は

、
文
化

と
福
祉

の
複

合
施

設
で
あ

る
観

月
台

文
化

セ
ン
タ

ー
に

、
装

い

も
新
た

に
快
適

空
間

と
し

て
の
公
園

が
プ

ラ

ス
さ
れ

、

観

月
台
は

、
文

化
の

免
進

基
地
と

し
て

、
そ
し
て

、
憩

い
の
場

と
し

て
の

活
用

が
さ

ら
に

高
ま
る

も
の
と

期

待
さ
れ
ま

す

。

今
月

号
で

は
、

水
環
境

整
備
事

業
の

概
要

を
お

知
ら
せ

し
ま
す

。
水渭噴整魯事●霎眤予憬図

水
環
境
整
備
事
業
の
概
要

基
本
計
画

人

．Ｅ
時

代
初
川

に
農
業
Ⅲ

た
め
池

レ
‘し
て

築
心
さ

れ

た
．

観

川
ふ
口
た

め

池

い
は

、
当
初

の
か

ん
か

い
川
水

貯

留

か
Ｉｋ

目

的
と

し

た
も
の

か
・
气

水

叭

調
節
川

の

た
め
池

へ
と

性
咯
を

変

・
气

現
在

に
乍
・－

て

い
ま

す
．

．
方

、
観
Ｕ
台

公

園
は

、
町

の
中

心
部

に
位

置
し
て

い
る
が

．
沼

に
直

接

早
　
吋
生
店

唯
排

水

は
少
な

く
、

親
木

公

園
と
し
て

槻

し
ま

れ
、
桜

の

花
‥
｝’や
吸

竃
巾

、
花

火
人
会

．
児

祓

の
遠

足
等

に
年
川

を
滷

し
て

多
く

の

廴

り

に
利

Ⅲ
さ

れ
て

い
ま

す
．

こ
の
よ

ら
な
状

此
を
背
彫

に

、
農

叢
Ⅲ

水
刊

施
設

と
し
て

・
∇
‐
で

に（
口

た
利
川
‥
か
図

れ
る
よ

う
改

修
さ

れ

る

と
と
し

に
、
最

近

少
な
で

な
　

た

水

心
令
間

、
親
氷

施

設
と

し
て
の

機

能

を
増
人

き
せ
、

呰

か
で
岡

い
の

あ

る

奥
口

地

城
創

造
の
咳

と
な

る
施

設

と

し
て
整

備
き

れ
ま
才

施

般

の

概

要

樹
齢
百
年
は
ど
の
桜
、
杉
、
松
力

保
護
活
川
、
公
園
内
に
あ
る
呻
紅
と

の
洲
佃
、
隣
接
す
る
観
り
台
支
化
セ

‘’
ク
ー
と
の
役
割
り
担
、
堤
体
の
保

翕
お
よ
ツ
紺
持
膏
理
の
軽
減
を
図
り

ツ
つ
施
置
の
整
陥
か
’。阿
わ
れ
ま
す

環
境
施
設

隘
．
μ

、
松
と
調
卵
の
ｔ

わ
た
巾

小
木
の
植
生
に
よ
り
緑
空
間
を
創
造

す
る
ほ
か
．
水
飲
場
、
ベ
ン
チ
等
の

擬
木
化
に
よ
り
自
然
と
の
融
和
か
図

ら
れ
ま
す
　
ま
た
、
眺
望
を
楽
し
め

る
屯
屋
や
氷
上
ス
テ

ー
ジ
、
環
境
傑

令
施
股
と
し
て
ト
イ
レ
、
案
内
皈
等

が
設
置
さ
れ
ま
す

基
盤
施
般

水
辺
で
親
し
め
る
『
せ
せ
ら
ぎ
』

を
以
け
る
ほ
か
、
幼
児
Ⅲ
水
遊
び
場

お
よ
び
自
然
石
組

に
よ
る
護
岸
を
整

備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
辺
空
間
を

つ
く
り
粗
水
機
能

が
高
め
ら
れ
ま
す
．

ま
た
、

．
段
低

い
新
た
な
護
岸
を

石
積
み
、
平
張
ブ
ロ

．
ク
．
魚
巣
ブ

ロ
．
ク
等
で
設
け
、
小
段
に
は
沼
夸・

巡
る
遊
歩
道
か
っ
く
ら
れ
ま
十

こ
の
ほ
か
、
沼
の
底
の
泥
の
除
去
、

川
水
路
、
川
水
硲
設
お
よ
び
雌
体
の

整
備
、
取
水
ゲ
ー
ト
の
設
置
、
安
全

防
護
擽
等
の
改
修
か
行
わ
れ
ま
す

事
業
費
お
よ
び
費
用
負
担

乍

業
賢

（
環
塊
施

設

と
圦

盤
硲
置

の
Ｌ

巾
賢
尋

）
と

し
て

、
約

瓦
億
Ｆ

瓦
μ

万
川

が
Ｈ
｀
込
ま

れ
て

い
ま
す

こ

の
う
ち

。
国

か
１２
、
叫

か
１
４
、

残

り
の
以

を
町
か

負
担

し
ま
す

工
　
期

ｆ

成

．
．４

度
か

ら
．や
成
‐
叺
十

度
ま

で

の
Ｌ
力
乍

の
縦

続
恥
業

で

進
め
・
ら

れ
て

い
ま
す

水 環 境 整 備 事 業 の 規 模 等
ダム（観月台ため池）のつくり

形　　　 式　　　 土 堰 堤

堤　　　 高　　　　　5m

堤　　　 長　　　　　106m

堤　体　禎　　　14  . 网㎡

総 貯 水 量　　87.  僕 用㎡

施設面積

19.460㎡

（上 池，中 池，下 池）

（3.008 十14 , 6 十 1.798 )

練と水辺空間の整備が進 む観月台公・



長

崎

県

大

分

県

国
見
町
の
訪
問
が
実
現

町
名
か
同
じ
と
い
う
こ
と
で
女
流

を
深
め
て
い
る
長
崎
県
国
見
町
と
人

分
県
国
見
町
を
六
月
一
一
卜
七
日
か
ら

三
十
日
に
か
け
て
、
冨
永
町
長
と
町

讓
会
鳩
員
の
一
行
匸
ト
ーこ
名
が
、
訪

問
し
ま
し
た
。

鍵
崎
県
国
見
町
と
は
、
昭
和
六
卜

二
年
に
両
町
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
交
流
を
始
め
た
の
を
き
『
か
け

に
、

翌
年
、
雄
勁
議
員
の
皆
さ
ん
か
来
町

し
て
以
東
、
親
睦
を
深
め
あ

’。
て

い

ま
す
。

ま
た
、
大
分
県
国
見
町
と
は
、
平

成

五

年

に
人

分

県

国

兒

町

か
ら

友

敬
砧
問
・団

が
来
町
し

て
以
ｋ

。

急
速

に
親
密

度

が
深

く
な

り
、

度
々

議
会

議
員
の

皆
さ

ん
ら

が
来
町

し
て

い
ま

す

。今

川

の
訪
問

は
、

長
崎
県

・
人

分

県
国

見
町

か
ら

の
再
ミ

の
訪

川
要

鴣

に
こ

た
え

、
地
域

間
交

流
を

一
層
深

め

る
こ
と

を
日
‥
的

に
吁

わ
ね

ま
’
冫
‐

二

付
は
、
人

分
県
国

兒
町

、
片

崎

県
国

見

町
の
順

に
功

問
し

、
そ
れ

ぞ

れ
の
町
で

温
か

い
歓
迎

を
う
け

、

お

互

い
に

交
涜
を

深
め
あ

う

と
と
も

に
、

風
Ｌ
、
文
化
、
町
政
脱
殴
、
産
業
な

ど
の
異
な
る

・
田
口
｀
町
」
の
行
政
状

况
を
つ
ぷ
Ｓ
・
に
曳
察
し
．
無
乍
帰
町

し
ま
し
た

長崎 瘰ｉ 見町 で卜 われな歓迎会

佐
藤
俊
雄
さ
ん
ら
が

水
道
功
労
表
彰
を
受
賞

瓦
月
十
九
日
に
県
水
道
協
会
総
会

か
、
ｆ
月
一
一
卜
五
日
に
町
簡
易
水
道

協
会
総
会
か
。
そ
し
て
、
六
月
一
。日

に
は
傑
原
保
健
所
管
内
水
道
協
会
総

会
が
開
催
さ
れ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会

の
席
上
、
次
の
方
々
か
。
長

い
間
、

簡
易
水
道
の
継
令
な
運
営
に
努
力
さ

れ
。
さ
ら
に
、
豊
か
で
お
い
し
い
低

廉
な
水
の
供
給
に
尽
く
さ
れ
た
功
労

に
よ
り
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

■

受
賞
者

の
み
な

さ
ん
（

敬

称
略
）

◇
県
水
道
協
会
長
表
彰

佐
藤
俊
雄
（
泉
田
字
川
南
2
7
　
2
）

八
島
冨
藏
（
山
崎
字
中
川
前
回

◇
保
原
保
健
所
管
内
水
道
協
会
長

表
彰

０
個

人
の
劒

安
藤
政
治
（
山
崎
字
舘
販
３
１
７
）

○
水
道
公
認
店
の
部

国
晧
ヴ
ス
住
宅
設
備
㈱

県
北
水
道

㈲
国
見
建
工

Ｏ
施
設
の
郎

小
坂
簡
易
水
道
組
合

内
谷
簡
易
水
道
組
合

◇
町
簡
易
水
道
協
会
長
表
彰

橘
　

．
郎
｛
小

坂
字
古

内
３

｝

林
　

長

七
不
板
ヱ
呂
瓦
郎
内
Ｍ
１
３
）

松
浦

貞

一
（
衣
毋

田
宇

中
ノ
内
2
4
）

安
藤

政

治
（
山
崎
字
舘

東
３
－

７

）

中
体
連
各
種
大
会
で

県
北
中
が
健
闘熱亀 を凧聞C 女子バスケットボール）

伊
達
支
部
中
体
連
総
合
大
会
に
お

い
て
、
男
7
.ソ
フ
ト
テ

‘一
ス
部
か
優

勝
、
伊
達
支
部
中
体
連
水
泳
大
会
に

お
い
て
、
男
子
水
泳
部
か
総
合
優
勝

す
る
な
ど
、
県
北
中
は
好
成
績
を
お

さ
め
ま
し
た
。
主
な
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。
　
　
　

（
敬
称
略

）

◇
伊
達
支
部
中
体
達
陸
上
大
会

（
５
月
2
4
口

・
信
火
ヶ

丘

竸
技

場
）

・

俸

勝
（
県
人
会
出
場
怖
後
脚
）

○
印
は
大
会
新
記
録

三
年
百
ｍ
　
　

佐
藤
康
成

气
年
．一
び
ｍ
　

佐
藤
康
成

共
通
八
百
ｍ
　
Ｇ

一
條

聡

棒
商
跳
び
　

Ｏ

佐
藤
泰
鏖

三
種
競
技
Ａ
　
　

佐
藤
崇
宏

二
年
百
ｍ
　
　

佐
藤
友
叉

●
Ｅ
　
位

棒
高
眺
び
　
　

桜
澤
孝
志

共
通
八
百
ｍ
り
レ
ー

．１
種
晩
枝
Ａ
　
　

片
平
伸
江

共
通
八
百
ｍ
　
　

佐
藤
芙
笑
’ｒ

◇
伊
達
支
部
中
体
達
総
合
大
会

｛
６
Ｈ
８
・
９
口

｝

へ
団
体
）

●
優

勝

男
7‐
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
郎

Ｉ
準
優
勝

女
7
.ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

●
ｙ
　

位

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

男
7
.バ
レ
ー
ポ
ー
ル
部

攵
ｆ

収
球
部

《
個

人
》

ｌ
準
優

勝

ソ
フ
ト
テ

ニ

ス
　

遼
藤

広
輝

（
ダ

ブ
ル
ス

‘
　

阿
部

隆
幸

組

柔

道
（
軽

軽
敏
級

）
後
藤

孝
二

一

三
　

位

ソ

フ
ト
テ

ニ
ス
　

佐

久
間
実

＾
ダ
ブ

ル
ス
゛
　

鑓
水

真

一
組

卓

球
（

シ
ン
グ

ル
）
斎
藤

あ

ゆ
み

◇
伊
達
支
部
中
体
連
水
泳
大
会

（
６
月
2
8・
2
9日
）

乙
団
体
》

一
男
子
総
合

優
勝
　
男
子
水
泳
部

《
個
人
》

・

優

勝

百
ｍ
平

泳
ぎ
　

樋

口

雄

．
郎

】
．
百
ｍ

平
泳

ぎ
　

樋

口

雄
一

郎

一
．
百
ｍ

背
泳

ぎ
　

佐
藤

秦
将

●
準
優
勝

千
五

百
ｍ
自

由
形
　

井

砂
　

聡

μ

ｍ

バ
タ
フ

ラ
イ
　

佐

藤
　

充

二
百
ｍ

バ
タ
フ
ラ

イ
佐

藤

充

一
．百

ｍ
個

人

メ
ド

レ
ー
松

田
聖
子

四
百

ｍ
個

人
メ

ド

レ
ー
松

田
聖
子

●
三
　

位

二
百

ｍ
背

泳
ぎ
　

仲

野
智

史

百
ｍ

背
泳

ぎ
　

渋

谷
美

奈

．一
百
ｍ
背

泳
ぎ
　

渋

谷
美

奈

◇
県
北
中
体
連
水
泳
大
会

●
六
　
位
　
　
　

樋
口
雄
一
郎

（
県
大
会
出
場
権
穫
得
）
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●

お
知
ら
せ

●

８
月
は

「

道

路

を

ま

も

る
月

間

」

８
月
1
0日
は
「
道
の
日

」

道
略
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
施
設
で

す
か
、
窄
気
の
よ
う
に
あ
ま
り
に
身

近
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
そ
の
重
要

性
が
見
過
ご
さ
れ
か
ち
で
す
。

急
速
な
高
齢
化
な
ど
住
民
生
活
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、

真
に
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め

に
、
匸
ト

ー
世
紀
に
向
け
て
、
今
こ

そ
禎
極
的
な
道
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
・
県
・
町
で
は
、
退
路
の
整
備

推
進
と
適
正

な
維
持
管
理
に
禎
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

八
月
七
日
向
は
、
国
見
町
の
一
斉

美
化
作
業
日
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

届
出

を
忘
れ
て
い
ま
せ

ん
か

サ

ラ
リ

ー
マ

ン
の
奥

さ
ん

は
、
国

民
年

金
の

第
三
号

被
保
険

者
で

す

。

こ

の
第

。。一
哇
被
保

険
者

は
、

自
分
で

保
険

料
を
納

め
る

必
要

は
あ
り

ま
せ

ん

。こ

れ
は
大

の
加
入

す
る

被
用
＆

保

険
制
度

（
厚

生
年
余

保
険

や
共
済

組

合

）
で

ま

と
め
て

費
川
を

負
担
す

る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

た

め
で
す
。

こ

れ
に
よ

り
サ
ラ

リ

ー
マ
ン

の
奥

さ
ん
は

、
夫

の
退
職

、
転
職

、
就

職

と

い
っ
た
場
（
口
に
は

。
届
出

か

必
要

に
な
り

ま
す

。

さ
ら

に
、
奥

さ
ん
本

人

が
、
就
職

（
被
用
者

保
険

の
適
川

を
受
け

る

）

し

た
り

。
ま

た
、

パ
ー
ト

タ
イ

マ

ー

な

ど
で
所

得
を
得

ら
れ

る
よ
う

に
な

り
被

扶
養

配
偶
者

で
な
く

な

っ
た
場

｀
口
に
も

届

出
か

必
要
で
す

。
な

お
、

所
得
を

綿

ら
れ
る
よ

う

に
な

っ
た
鳩

合

は
国

民
年

金
の

第
一
号

被
保
険

抒

と
し
て

保
険

料
の
納

付
か

必
要

に
な

り
ま
す

。

以
上

の
よ
う

な

と
き
、

必
要
な
Ｍ

け

出

が
さ
れ
ず

、
二

年
を
経

過
す

る

と
時

効

に
な
り

、

い
く
ら
被

保
険
抒

と

し
て

の
資
格

か
あ
『

て
む
一
。壓
以

前

の
分

に
っ

い
て

は

、
未
納
期

間

と

し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
く
れ
ぐ
れ
も

届
け
出
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

■
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
柵
祉
課
国
民
年
金
脈

雲
6
2
1
1
1
　

内
線
１
３
５

犬
の
飼
い
主
の
マ
ナ
ー

フ
ン
は
後
始
木
を

最
近
、
公
園
や
小
学
校
周
辺
な
ど

に
、
大
の
フ
ン
か
口
立
ち
ま
す
。

芝
生
や
道
路
、
砂
劣
な
ど
に
放
置

さ
れ
た
フ
ン
、
兒
た
日
に
ち
汚
い
こ

と
は
し
ら
ろ
ん
、
環
境
の
思
化
、
そ

れ
に
、
そ
こ
で
遊

ぶ
Ｔ
供
の
健
康
に

も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
ご
く
一
部
の

飼
い
主
の
た
め
、
他
の
飼

い
主
の
方
、

ま
た
多
く
の
町
民
の
方
か
迷
惑
を
し

て
い
ま
す
。

犬
を
正
し
く
飼
う
た
め
に
も
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
噸

い

し
ま
す
。

○
大
の
フ
ン
は
飼
い
主
が
責
任
を
持

『

て
必
ず
始
末
し
ま
し
‘
。
う
。

Ｃ
人
の
放
し
飼
い
は
危
険
で
す
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

７
犬
か
人
を
か
λ
だ
場
（
口
は
、
必
ず

役
場
保
健
諜
（
酋
8
5‐‐
2
1
1
1
　

内
線
1
4
1

）
へ
連
絡
し
て
く
だ

き
い

戸 籍 の窓 口 (６月受 付分)

出生 おめでとうご ざい ます

r･の 名　 淘i ♂?　 町内会

栞（し お り）際曝 幹夫　Ｒ　 田

昂　奈(れ　 な)紺野 秀人　泉111下

俊　樹(と し き)松浦　 薫 耕　 谷

祐 基(ゆ う き〉沼田 裕一 宮 町 北

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　 町内会

斎 藤 新 作　 徳 江北

遠 藤 美 喜　 大町 北

吉 田　信 吾　 原　 町

斎 藤 恭 子　 保原 町

誨 津 金 利　 滝　 山

阿 曾 智 子　 福 島 市

喃　　　 寿　 宮 町 南

霖 山･ レミ子　 宮 町 南

五-卜以　秀 樹　 鶉　 町

菊 地 美 佳　 石毋剛原

おく やみ申 しあげ ます

氏　　 名　 年齢　･I内会

高　橋 ア　イ　92　本　 町

大 槻　　 濤　91　貝　 田

村 井　イ　F　77　石ほ川原

佐 藤　こ　う　83　滝　 山

松 浦　　勇　49　 第　12

三 木 精 次　72　山 崎北



7/21～8

/20 夏
の
交

辿
事
故
防
止

県
民
総
ぐ

る
み
運
動

夏

に
は

。
降

少
年
の

無
謀

運
転

に

よ

る
交

通
事
故

や
帰
省

を
は

じ

め
行

楽
等

に
伴

う
過

労
運

転
に
よ

る
交

通

乍
故

な

ど
の
多

発
か
予
想

さ

れ
ま
す

。

こ

の

た
め
、
亡

く
県
民

の
交

通

安

令
意

識
を
商

揚
し

、
文
一通
ル

ー
ル

の
。

遵
守

と
正

し

い
交

通
マ

ナ

ー
の
尖
践

を
習

慣

づ
け

る
こ

と
に
よ

り

、
県
民

総
ぐ

る
み
で

交

通
事
故
防

止

の
徹
氏

を
・図

る
こ

と
を
日

的
に

運
動

が
展
開

さ
れ
ま

す

。

◇
運
動
期
間

じ
月
子

二

口
困
か
ら
八
月
二
十

日
削
ま
で
の
一
力
Ｕ
間

◇
運
動
の
重
点

①
シ
ー
ト
ペ
ル
Ｌ・
着
川
の
徹
庭

②
青
少
年
運
転
者
の
女
通
事
故
防
止

③
過
労
（
い
ね
む
り
）
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
防
止

◇
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
事
敵
ゼ
ロ
ヘ
　
大
き
な
幡
に
な
れ

う
つ
く
し
ま
」

－

事
故
は
瞬
間
　
ベ
ル
ト
は
習
慣
－

国見町 職員採 用試験案内

平成７年度の国見町職ｎ(鳥校卒咥胎 採川試験夲次により行います。

１．試験職番・採用予定人員 ･般 事 務 4  行 政 ・若干 名

２．受験資格

昭 和48 年 4 月 2｢1 から昭和5釧こ｣卩1 囗｣ までに生１ れた者で．

平成 ７年3 11 まで匚I沿2 卒ｔ ．ｉ たは 卒業兇込み のｔ

３．試験の日時・場所
．平

成６年9M!8  日 : ・ 福島県自 飛余綰II 県庁西隣,S

４．受 験手続

①巾込川紙は国 見町役場 で交付１ ま･叭

②Ili込用紙に必要事項 をj,!入し。国 兇･i役場に掟出してください｡

③受験求を受鈿ｔ たと 癶２ ．最近６ 刎 丿以内に撮彰した本人の写 良を;よっ

て。試験当ll に必ず持 参し てください｡，

５.受付期間

ｆ 戉６年7  月 円 一卜 齠 ～ ８月】肝卜 和　 午 前 8 時 分一一午後 ５時 日:

哩11 、日曜日を除 くｙ郵送 によ る巾し込みは、8  月 燔 日 口Ｕ までの消印

右効．

■問い合わせ 国縋町役場総務 課 085  ｰ 幻 Ⅱ　内線121

～今 年の夏 くに みは国 際色 豊 かｰヽ -

国見町観月台文化センターが

国際青年交流村に!!

外国膂年25 名と県内i¥ 年50 名が、ｊ 葉の垣根を越えて、国 兒町観月台文化 七ﾝﾀｰ-|

二集 配

８月18 日（木）-一一８月21 日（日） 宿泊交流「 観月台文化センター18

月21 日（日） 一一８月23  日 (火） ホームステイ（外国 青年）

「国際青年 交流村」 は、福鳥県 が主催と な叭 岡際感覚を持っ た青年りー ダ

ーを育成するための事業でも

観月台文化センター

ホールでの催し案内

・ 夏休み親子映画館

親子 で楽 しめ る映画|ツ ニ メ,1を|: 映します，

＠7 F13 Ⅲ Ⅲ ）13:30   ーﾖ 5:00

’セロ舜 きのゴー シjx」

e8 月  日 卜jj 】3:30-- ］5:00  

「 鈬河跌丿眞の夜 」

●糾 金無11

■トーマス・グロ ッセンバッハ

田村径子　デュオ・ﾘ サイタル

ヴトj 卜1口 ．グ４閥際室内楽コン クーjしで

潘 膰した２人組の･夕Ｊ口とピ アノの片色をむ

楽 廴みください｡

＠ ８月7 11 GI 囗4:~  浦 : ljO

●叫金　 人人吠･？生餡　2,00( 川

･|ヽ ･ 中・高校生　　8( 刈ＩI

人 口 と 世 帯

７月１日現在(前月比)６ 月中の 勧き

人
　
口

一男5.723 人(  十 6 )

一女6  , 138人(  十 12 )

一計11､861 人(  十 18 )

世帯数3  , 072戸（＋10）

転入36 人

転出16 人

出生 ４人

死亡 ６人

７月 （ふみづき）

20 日 (水）海の記念日

21日 く木）自然に親しむ運動

23 日 ( 十〉大　 粁

26 日 (火）土用の丑

８月 （ はづき）

１口（月）水の卜i

道路をまもる月間

６日（十）広鳥原傑記念11

9 日（火〉畏崎原爆記念日

10 日 (水）道のll

こ

よ

み

心配ごと相談日

場所：役場二階相談窒{4!ll 入口からお入llくださいl
時川：９時～12畤　　　　　　　　　　　　 “゙゙ ･

こ まｰ, たこと や ，`柵談 ごと･かあ11,まじたら ， お気軽 に

ご 相 談く ださい．　　　　　　　　　　　　 ．．

Ⅲ 談 員

７月25日（月） 極　藤　　 一一．佐久問jll･　卜
８月５日（金）高楊 藤右工鬥・渋 谷 愛　子

８月15,nは休ませていただきます．－‥ ‥
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公
民
館
だ
よ
り

一
国

見
町
公
民
館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

a

χ

豐

９

友
だ
ち
い
っ
ぱ
い
で
き
る
と
い
い
ね

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
開
講

唹
成
六
年
度
少
年
仲
間
づ
く
り
教

室
の
開
講
式
は
六
月
十
二
日
、
観
月

台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
人
研
修
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
小
学
校
の
高
学
年

（
四
。
五
、
六
年
生
）
の
児
童
を
対

象
に
、
学
校
や
学
年
の
異
な
る
集
聞

の
中
で
。
仲
鬨
づ
く
り
に
必
嘆
な
基

本
的
能
力
を
身
に
つ
け
、
心
身
と
も

に
健
全
な
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
！
。て
い
る
も
の
で
す
。

式
に
は
、
児
童
ニ
ト
ハ
名
の
ほ
か

父
母
卜
六
名
が
出
席
。
鈴
木
公
民
館

長
の
あ
い
さ
っ
か
あ
り
、
来
賓
の
藤

Ⅲ
小
学
校
妊
畠
腹
先
生
か
ら
励
ま
し

の
こ
と
ぱ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
　
続

い
て
、

．
年
間
の
乍
習
計
画
と
実
践

す
る
に
あ
た

’－
て
の
心
か
ま
え
に
っ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
．

式
の
あ
と
、
イ
ン
デ
ｆ
ア
カ
な
ど

の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
Å
ま
し
た
．

あ少年仲間づくり教窟間講式

子
育
て
教
室

野
外
研
修

妬

．
’川

子
育
て

教
室

の

野
外
研

修

を
六
月

．
一
日

．
半

田
沼

公
園

で
行

い

ま
し

た
．
研

峰
生

卜
四

名

、
１

ど

も

さ
ん
卜

六
名

、

ボ

ーア

／
‘・ｒ

イ
ア
の

方

が
六
Ｘ

の
参
川

者

は

、
福
祉

バ
ス

を

利
川
し

て
、

午
前

卜
時

公
民

館
を

出

発
し

ま
し
た
．

人

気

は
ｈ

々
、
若

葉

に
薫

る
１

Ⅲ
沼

公

園
の

多
月

的
広
場

は
、
風

も
さ

わ
や

か
で

心

が
は
れ

ば

れ
と
し

ま
し

た
、

．１
ど

も
た

ら
も
の

び
の
び

と
し

て
は

’
二
・
い
で

い
ま

’ｙ

た

。

講

師
の
鈴

木
敬

子
先
生

（
福

島
市
新

体
操

ク
ラ

ブ
）

の
元
気

の
よ

い
掛
声

で
、

お
け

さ
ん

や
ボ
ラ

ン
テ

ぞ
ア

の

方

々
と
体
操

や

ゲ
ー
ー
ム
を
し

て
遊

び

ま
し

た

。
日
頃

運
動

。忝
眤
の

お
母

さ

ん

た
ち
も

、
健

康
体
操

の
指
導

を
う

け
て

、
Ｆ

ど
も

た
ち

と
童

心
に
帰
『｛
。

て
動

き
ま

わ
り
ま

し

た
『
、
昼

食
は
木

蔭
を
利

用

し
て

。
仲
よ

し
グ

ル

ー
プ

ご
と

に
襲

ま
り

楽
し

い
食
事

で
し

た
。

い
っ
も
家

の
中

で
み

て

い
る
ｆ

ど

も

と
は

違

っ
た
行

動

に
、
自
分

の
子

ど

も
の

析
し

い
面

を
発

兇
す

る
こ

と
も

あ

り
、
人

へ
ん

有
意

義
な

一ゝ
と

だ
と

思

い
ま
す

。
ま

た
お

心
さ

ん
た
ち

も

仲
間

意
識

を

高
め
て

、
今

後
の
自

十

的

な
乍
習

に
幼

率
よ

く
研

修
を

進
め

ら

れ
て

ゆ
く
こ

と
と
思

い
ま
十

。

食

休
み

の
あ

と
、

多
目
的

広
場

か

ら
北

駐
車

場
ま

で
の

Ｉ
キ

ロ
あ
ま

り

を

。
才
児

も
元

気
よ
く
ル
ーき

出
し

ま

し

た
。
途

中
で

お
λ

ぷ
し

た
り
、

道

ば

た
に
坐

り
こ

ん
で
し

ま

っ
て

お
母

さ

ん
も
汗

だ
く

の
よ
う

で
し

た

。
駐

車

鵬
近
く

の
ア

ス
レ
チ

。
ク
で
は

、

三
～

四
才
児

は
丸

太
渡

り

、
あ
み
潜

り

に
挑
戦

し
た
り

。
す

べ
り

台
な

ど

で
遊

ん

だ
り

。
一
ｔ

児

も
負

け
じ

と

お
兄

さ
ん

お
姉
さ
・
人
の

マ
ネ

を
し
て

お
母

さ
ん

を

パ
ラ

パ
ラ

さ
せ

ま
し

た
。

帰

り
の

バ
ス
の
中

で
は

心
地

よ

い
疲

れ

に
ね
む

り
こ
け

て

い
ま
し

た

。

午

後
二

時
半

、
無
事

公
民

館
に

。戻

り

ま
し

た
。

▲自然の中 でのびの ぴと

元
気
に

山
頂
を
目
指
す
…
…

～
町
民
栗
駒
登
山
～

登

山
に
よ

り
、

自
然

と
触

れ
あ
う

と
と
も

に
休

力
の
向
Ｌ

を
図

ろ
う
１

と
七
月

三
日

．
公

民
館

主
催

の
町
民

登
山

が
行
わ

れ
ま

し
た
．

参
加

者

．・
．
ト

ー
人
は
観

月
台

文
化

セ
ン

タ

ー
前

を
午
前

七
時

に
出

発
、

登
山

口
の
イ
ワ

カ

ガ
ミ
平

に
は

午
前

九
時

三

卜
分

に
到

着

．

栗

駒

山
頂

こ

、

六
一
．
八
ｍ

）
を
目

指
し

て
登

山
を
開

始
し

ま
し

た
．

途
中

、
登

山
道

脇
の
イ

ワ
カ

が
ミ

や
マ
イ
ノ

ル

ソ
ウ
の

可

れ
ん
な

花
を

阯
っ
け
て

は

歓
声
を
ｈ

げ
．

一
歩

．

歩

濆
上

を
目

指
し
ま

し

た
が
、

あ

い

に
く
頂
上

付

近
は
強

風

が
吹
き
荒

れ

、

下

山
を
余

儀

な
く
さ

れ
ま

し

た
．

▲おに ぎり をほおばる参加書の贄さん



参
加
し
た
皆
さ
ん
は
．
機
会
か
あ

っ
た
ら
も
う

．
度
山
噴
を
目
指
し
た

い
と
話
を
し
て
い
ま
し
た
こ

「
国
際
情
勢
の

動

き

と
日

本

」

に
つ
い
て
学
ぶ

阿
津
賀
志
学
級
、
成
人
学
級
、
女

性
教
室
の
合
同
学
習
会
は
六
月
ニ
ト

四
日
、
約
百
五
卜
人
か
出
席
し
て
観

川
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

福
島
民
報
阯
論
説
委
員
艮
の
阪
本

弘
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
国
際
情

勢
の
動
き
と
日
本
」
と
題
し
て
溝
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
内
の
政
治

情
勢
か
非
常
に
緊
迫
し
た
時
で
む
あ

り
ま
し
た
の
で
、
は
じ
め
に
｛
政
界

の
動
き
｝
に
つ
い
て
、
続

い
て
「
日

本
の
国
際
吐
会
に
お
け
る
立
場
。
日

本
人
と
し
て
の
心
の
あ
り
方
」
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
友
好
悶
係
や

日
米
の
経
済
摩
擦
の
解
消
な
ど
に
は
、

故
參
に
し
あ
る
よ
う
に
時
に
は

。小

異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
く
Ｉ
と
い
一一

た
恥
鵬
も
必
嬰
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
。

日
本
の
敦
青
の
あ
り
方
に
も
触
れ
ら

れ
「
温
故
知
新
し
曲
事
影
忘
、
後
事

之
師
」
の
た
と
え
を
引
用
し
て
、
今

後
は
口
本
人
す
べ
て
が
ま
１
ま
す
国

原
感
覚
を
磨
き
、
激
助
す
る
国
原
社

会
の
中
に
あ
っ
て
も
名
誉
あ
る
地
位

と
役
割
が
十
分
果
た
せ
る
だ
け
の
識

兒
と
覚
悟
が
大
切
。
ま
さ
に
生
涯
教

肓
の
必
要
性
が
こ
こ
に
あ
る
と
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
溝
演
会
を
契
機
に
国
際

感
覚
を
身
に
っ
け
る
よ
う
努
め
た
い

も
の
で
す
。

Ａ国際哨勢について￥ ぶ

女
性
教
室

研
修
旅
行

六
月
一
。十
九
日
、
三
丿
一
名
か
参

加
し
、
く
に
み
女
性
教
室
研
修
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
は
『
自
然
や
似
統
の
文
化
に

親
し
み
、
見
聞
を
広
め
る
と
と
む
に
、

学
級
生
相
互
の
意
見
を
交
換
し
、
観

睦
を
深
め
る
』
と
い
う
ね
ら
い
で
、

喜
多
方
方
而
の
史
跡
、
名
勝
め
ぐ
り

を
行
い
ま
し
た
。

午
前
中
は
。
班
別
自
由
行
動
と
し
、

各
グ
ル
ー
プ
か
自
鳥
に
喜
多
方
巾
内

を
め
ぐ
り
、
午
後
は
学
級
生
全
員
で

喜

多
方

蔵
の
里

．

熊
野

神
吐
の

艮
床

夕
見

学
し
ま

し
た

．

藏

の
呎
は

、
道

路
建

設
な

ど
で
解

体
を
余

儀
な
く

さ

れ
た
藏

や
民

家
を

移
築
．山
‥
生
し

、
職

造
り

文
化

を
後
歐

に
伝
え

る
こ

と
を
日

的

と
し

た
施

設

で
、
店

舗
や
味

噌

蔵
、

農
家

の
較
物

幟

、

曜
収
藏

な
ど

の
咆

、
旧
郷

．頭
屋

敷
及

び
肝
煎

．り
の

曲
家

を
見

学
し
ま

し
た
．

熊

野
仲
仕
で

は
国

の

重
要
指

定
文

化
財

に
も
な

ご

ヽ
い
る

『
長
味

』

を

見
乍
し

ま
し

た
Ｉ。

長
床

は
叫

卜
四
本

の
太

い
杜
に
茅

葺
寄

棟

渣
・
り
．

周

り

に
は
壁

も
扉
む

な

い
吹

き
抜
け

の
壮

人

な
建

物
で
、

そ

の
背
．

修
験

者

が

厳
し

い
修
業

に
励

人
だ

道
場

と
伝
え

ら
れ
て

い
る
し

の
で

す
．

参
加
者

は
喜

多
だ

の
伝

統
の

文
化

に
ふ

れ
、
行
意

義

な

．
卜
を
過

ご
し

て

い
ま

し
た

．

写
仏
教
室
が

開

講

六
Ｈ
几
卜
二
日
、
午
後

。
時
半
、

写
仏
教
窒
が
闘
講
さ
れ
ま
し
た
。
受

講
生
十
八
名
、
石
原
晃
雲
先
生
を
購

師
に
お
迎
え
し
て
、
鈴
木
公
民
館
長

よ
り
「
し
『

か
り
や
っ
て
く
だ
さ
い
』

と
励
ま
し
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
’

広
い
大
研
修
室
に
一
人
一
脚
の
机

で
ゆ

’。
た
り
と
し
て
、
落
ち
着
い
て

橸
く
こ
と
か
で
き
ま
す
。
石
原
先
生

か
ら
写
仏
の
心
、
態
度
、
心
構
え
に

つ
い
て
お
話
か
あ
り
、
実
際
に
先
生

の
描
か
れ
た
写
仏
画
や
、
。霊
山
町
公

民
館
で
受
講
さ
れ
て
き
た
、
高
橋
久

さ
ん
の
描
か
れ
た
「
千
手
観
音
」
の

見
事
な
写
仏
両
を
拝
見
し
て
、
こ
ん

な
に
見
事
に
描
け
る
よ
う
に
な
る
の

だ
ろ
う
か
と
、
み
ん
な
す
・
か
り
感

心
し
た
り
、
心
配
に
な
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
か
。
い
ろ
い
ろ
先
生
か
ら

お
話
を
伺
い
、
意
欲
と
希
望
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

六
月
コ
ート
日
、
第
こ
回
の
軟
室
か

ら
、
い
よ
い
よ

い
釈
迦
如
米
」
の
白

描
画
（
線
描
き
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。

先
生
か
ら
哨

い
た
お
手
本
を
ベ
ニ
ヤ

板
で
作

っ
た
下

敷
に
テ
ー
プ
で
貼
り
、

そ
の
上
に
薄
美
濃
紙
を
貼
り
ま
す
。

仏
様
の
線
が
は
っ
き
り
浮
か
び
上
が

り
ま
す
。
そ
れ
を
面
相
筆
で
線
を
引

い
て
行
き
ま
す
。
こ
の
線
を
鉄
線
と

い
い
ま
す
。
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

は
引
け
ま
せ
ん
。
は
じ
め
は
悲
鳴
を

あ
げ
て

い
ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
し

ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
、
み
ん
な
臭

剣
に
描
い
て

い
ま
し

た
。
二
時
間
の

問
、
本
当

に
す
ば
ら
し
い
時
間
を
体

験
し
ま
し
た
。
初
め
は
よ
た
よ
た
し

た
線
で
も
、
立
派
に
仏
様
が
お
出
ま

し
に
な
る
と
、
み
ん
な
満
足
気
な
面

持
ち
で
し
た
。
白
‥分
の
年
だ
け
仏
様

を
描
き
な
さ
い
と
先
生
に
言
わ
れ
て
、

沢
山
描
い
て

い
る
う
ち
に
立
派
な
写

仏
両
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

写
仏
教
室
は
ま
だ
定
員
が
窄
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
途
中
か
ら
で
も
よ

い
か
ら
。
ご
希
望
の
方
は
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
七
月
七
口
は
移
動
教
室

で
桑
折
の
坂
町
観
音
と
福
島
市
の
鳥

渡
の
観
音
寺
、
陽
泉
寺
を
見
学
し
ま

し
た
。

▲熊野神社畊で（喜多力 市）

▲ 伽むに写仏に収り組む



わだい
県
北
中
が

「
よ

い

歯

の

学

校

」

優

秀

校

に

学
校
ぐ
る
み
で
、
む
し
歯
予
防
に

取
り
組
ん
で
い
る
県
内
の
小
・
中
乍

校
を
た
た
え
る
［
第
三
十
八
回
よ

い

術
の
学
校
・

優
秀
校
に
県
北
中
か
、

努
力
校
に
藤
田
小
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

県
北
中
学
校
（
斎
藤

。
哉
校
艮
）

で
は
、
昼
休
み
の
時
問
に

Ｉ
術
磨
き

音
楽
」
を
流
し
、
歯
麻
き
の
励
什
に

努
め
、
学
級
活
動
の
時
間
を
利
用
し

て
、
む
し
歯
予
防
の
指
導
に
当
た
っ

て

い
ま
す
．

今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
、
養
護
教

諭
の
石
幡
先
生
は
．

「
家
庭
と
の
迎

携
で
健
康
な
歯
を
つ
く
る
努
力
を
し

て

い
ま
す
『
．
治
ゆ
率
の
商

い
の
か
受

賞
に
つ
な
が
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
』

と
蠢
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
々
．

醤休 みに歯磨 きを行う県北中竺 墮の皆 さん

ピ
ア
ノ
の
音
色
に
酔
う

～
高
橋
桂
子
演
奏
会
～

六
月

二
十
六

日
、
観

川

台
文
化

セ

ン
タ

ー
ホ
’
‘
ル
に
お

い
て

、
商
橘
哇

ｆ
演

奏
会

か
閃

催
さ

れ
、
会

場
か
‐‐訪

れ
た
番
楽

フ
ァ

ン
や

女
族

連
れ
は

、

ピ
ア

ノ

の
ｇ

色

に
砕

っ
て

い
ま
し

な

高
価
桂

子
さ

ん
は

、
県

立
福
島
々

ｆ

高
等

乍
岐
を

卒
業

後
、

武
蔵
野
跨

楽

大
学
器

学
科

を

卒
業

、

現
在

は
、

福

鳥
市

で

ピ
ア

ノ
教

室
を

主
宰
し

て

い
ま
す

．
高
橘

さ
ん

の

お
母
さ
ん

は

国

見
町

の
出

身
．

演
奏
会

で

は
．

高
鳴
さ

ん
か
、

久

ト

ラ

ヴ
ィ
ン

ス
キ

ー
の

ピ
ア
／
音
楽

を

は

じ
め
、

『
エ
リ

ー

ゼ
の
た

め
に

』

な

ど

の
名
曲
を

奏
で

た
の

に
続
き

、

県

北
中

乍
校

生
徒

．．．
人
の

公
開

ビ
ア

ノ

レ

．
ス

ン
む
行

わ
れ
ま

し

た
．

演奏を終 えた高鳴 さ人に花柬が羶られる

一
人
暮
ら
し
老
人
宅
の

電
気
の

安
全
診
断
を
実
施

東
北
電
力
昨
桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
・

で
は
、
六
月
二
十
九
日
。
町
内

の
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
二
十
戸
を
対

象
に
、
峨
内
の
電
気
の
安
全
診
断
を

い臼
い
ま
し

た
。

東
北
電
力
の
社
員
二
人
と
町
の
ホ

ー
ム
へ

气（

Ｉ
の
二
人
か
、
老
人
宅

を

。
戸
一
戸
訪
問
し
、
一
日
か
か
り

で
、
漏
電
検
査
や
螢
光
灯
の
清
掃
、

故
障
器
具
の
修
理
、
交
換
な
ど
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

日
頃
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
螢

光
灯
や
電
気
器
具

が
。
見
違
え
る
よ

う
に
処
し
く
な
り
、
お
年
寄
り
は
。

－
こ
れ
で
安
心
し
て
電
気
か
使
え
ま

す
』
と
、
思
い
が
け
な
い
訪
川
に
感

謝
し
て
い
ま
し
た
。

1蛍 光贊 だい ぶ再れています ね

お
年
寄
り
と
交
歓
会

～

大

枝

季

節

保

育

所
～

大
枝

季
節

保
育
所

で
、

七
月
一
。日

、

地

Ｋ

の
お
年
寄

り
を

招
き

「
お
年

寄

り
と
園

児
の

交
歓
会

‘
を

行

い
ま
し

夕
今

回
か
卜

二
回
目

の
開

催
と

な
る

交
歓
会

は
、
完

成
し

た

ば
か
り

の
国

見
東
部

商
齢
者

等
活

性
化

セ
ン

タ

ー

体
育
郎
で
行
わ
れ
、
来
賓
や
お
年
寄

り
な
ど
約
百
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
か
わ
い
ら
し
い
園
児

の
歌
や
踊
り
に
見
人
り
大
喜
び
、
ま

た
。
お
話
お
ば
さ
ん
の
横
山
幸
子
さ

ん
に
よ
る
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
話

や
。
佐
藤
松
子
さ
ん
と
菊
地
和
子
さ

ん
に
よ
る
日
本
舞
踊
も
次
々
に
披
露

さ
れ
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

お年寄･八こ楽しいひとときをプレ ゼント

編集

日記

今年は暑い夏を……と、望む声か多い。

天候は、農作物に影響を及ぽすばかりでなく、景気にも徴妙

に作用する。

季節感か薄らいでゆく今日、やはり夏は唇くあってほしい。
３Ｓく

発行・編集　国見町総務課

福鳥県伊達郡国見町大字廊田宇一丁田こ.2のI

●969－17
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